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発行 がんばれ くぼたみきの会 高齢者福祉に関し、緊急通報システムの拡充を求めたと

ころ、対象外だった電話回線を持たない方に対し「専用

回線を葉山町が負担し設置する」とのうれしい回答を受

けました。また、認知症の行方不明者は、5年連続増加。

昨年、町内でもお二人の高齢者が行方不明のままです。

早期発見に役立てるためＧＰＳ機能付き通報システム

への補助を求めました。

高齢者の外出支援として、ふれあいパス購入費補助

が実現できましたが「バス停までが遠い」「坂がきつい」など、様々な声があります。

これまでもコミュニティバスを求めてきましたが、町は必要性を感じながらも実施し

ません。県内の各自治体ではコミュニティバス、福祉バスを運用しており、高齢者タ

クシー補助券すら発行していないのは、葉山町と松田町だけです。採算が取りにくい

事業だからこそ、自治体が取り組まなければ住民の要望に応えることはできません。

重ねて求めることが重要です。

候補地が決まらず未だに先が見えない中学校給食ですが、始まるまでの期間限定で、

民間業者による食缶方式での提供を提案しました。各校の搬入口やエレベータなどの

設備はセンター方式でも使用するものであり無駄にはなりません。町は「給食センター

計画とは別に、調理業者のことも考えなければならないのは負担が大きい」と消極的

ですが、このままではセンター用地が決まっても、いつ実現するかわかりません。全

国で9割の自治体が行っており、県内では横浜市と葉山町だけが未実施となってしま

いました。安全で、美味しく、温かい中学校給食を一日でも早く実施できるよう求め

ていきます。

皆さんからご支援をいただき議員となり２期８年。毎定例会で皆さんの声を取り上

げ、介護福祉士として働いた経験を活かし、高齢者福祉の問題に取り組んできました。

全町13,000通配布した町民アンケートには、取り組んでほしい施策の一番が「高齢者

福祉の充実」でした。まだまだやらなければならないことがたくさんあります。これ

からも皆さんの声を届け実現のために力を尽くします。

連絡先 875-7126 （阿部）

４人に一人が加入する国民健康保険（国保）は、その８割近くが非正

規労働者や無職、高齢者です。高すぎて払えない保険料の滞納で、保険

証を取り上げられ、受診できずに手遅れで死に至る例まで出ています。

この保険料が、8割の自治体で今春から値上げされる恐れがあり、国

の圧力をはねのけ、住民の負担軽減のために、自治体がその役割を発揮

できるかどうかが問われています。

くぼたみき議員は、この8年間、議会ご

とに2カ所（上山口、葉桜）の地域で議会

報告会を行い、「みき通信」をほぼ毎月

発行して、その活動を伝えてきました。

議会では、福祉や教育問題など、住民の要求を繰り返し取り上げ、実

現につながったものも少なくありません。今や欠かすことのできない存

在です。

後退する国の社会保障に歯止めをかけ、命と暮らしを守るために、そ

して葉山の環境をいかし、子育て後も住み続けられる町にするために、

みきさんと力をあわせていきましょう！！

皆さんの声に応える3期目を
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赤ちゃんからお年寄りま

安心して暮らせる町に！
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